
大阪府立東淀工業高等学校 

生 徒 心 得 

 教育基本法に明示されているように、人格の完成を目指し、豊かな人間性と創造性を備えた人間にな

るように努めよう。そのために、学校生活において実戦すべきことがらを次に示す。生徒各自が自発的に

協力して学校の内外を問わず心得の示す精神を正しく理解し、規律ある団体生活を実現し、本校生徒と

しての誇りを保つようにしよう。 

 

１． 服 装 

 服装は、その人の人格がにじみ出るものであるから、質素（しっそ）・清潔（せいけつ）・端正（たんせ

い）で生徒としての品位を保つにふさわしいものを着用するように努めよう。 

 

１．通学には所定の制服を着用する。 

２．夏期には夏期服装で通学する。ここにいう夏期は５月下旬から１０月上旬の間とする。（ただし、

気候に応じて設定する場合がある。） 

３．体育の授業時間は指定の体操服を、実験・実習の授業時間には指定の実験・実習服をそれぞれ着用

する。 

4．男子制服 

  （１）制服について 

     ㋐制服は本校指定のブレザー、ズボン、ボタンダウンのシャツ（マーク入り）、ネクタイとす

る。 

     ㋑ブレザーの所定の位置に校章をつけるものとする。 

     ㋒防寒のため、ブレザーの下に、本校で許可したベスト、カーディガン、セーターを着用して

もよい。（色は紺・黒・グレー・白とする） 

     ㋓校内ではブレザーを必ず着用すること。ブレザーを着用せずにベスト、カーディガン、セー

ターのみを着用することは認めない。 

     ㋔ベスト、カーディガン、セーター以外の防寒着（フード付きの防寒着等、ブレザーの下に着

用するもの）の校内での着用は一切禁止する。 

  （２）夏期制服について 

     夏期制服は、本校指定のボタンダウンのシャツ（マーク入り）、ズボン、ネクタ 

     イとする。 

 ５．女子制服 

  （１）制服について 

     ㋐制服は本校指定のブレザー、スカート、ブラウス（マーク入り）、リボンタイとする。 

     ㋑ブレザーの所定の位置に校章をつけるものとする。 

 



     ㋒防寒のため、ブレザーの下に、本校で許可したベスト、カーディガン、セーターを着用して

もよい。（色は紺・黒・グレー・白とする） 

     ㋓校内ではブレザーを必ず着用すること。ブレザーを着用せずにベスト、カーディガン、セー

ターのみを着用することは認めない。 

     ㋔ベスト、カーディガン、セーター以外の防寒着（フード付きの防寒着等、ブレザーの下に着

用するもの）の校内での着用は一切禁止する。 

  （２）夏期制服について 

     夏期制服は、本校指定のブラウス（マーク入り）、スカート、リボンタイとする。 

 

 ６．その他 

  （１）ネクタイ（男子）、リボンタイ（女子）は常時着用すること。 

  （２）ボタンダウンのシャツ（男子）、ブラウス（女子）のすそは、ズボンやスカートの外に 

出さないようにすること。 

  （３）防寒着の着用は基本、登下校時のみとし、状況に応じて着用を認める。 

  （４）校内での帽子の着用は、実験・実習の授業時間に実習帽を着用することを除き、禁止する。 

夏季に登下校時の熱中症予防で帽子を着用することは認めるが、校内では着用しないこと。 

  （５）制服は変形してはならない。 

  （６）髪型は、高校生らしく、清潔で自然なものとし、加工してはならない。極端な長髪、染色、 

パーマなどは禁止する。 

（７） 通学時の履物は短靴とし、サンダル等は禁止する。 

 

２．態度および言葉遣い 

  態度や言葉遣いは、人の品位を表すものであるから、どんな時でも自他の立場を忘れず互いに 

心から尊敬し合おう。 

 

１．学校の内外を問わず、職員と出会った時はあいさつしよう。 

２．来賓等、目上の人には必ず礼をし、また、話す時には敬語を使おう。 

３．集合・集会などの時は静粛にし秩序正しくしよう。 

４．友人・同輩間でもお互いに人格を尊重し合い、礼儀正しくしよう。 

 

３． 校内の心得 

学校はわれわれの修養の場であるから、何事にもまじめに積極的に行動し、環境の整備に努める

とともに他人に迷惑をかけないようにしよう。 

 

１．授業中、生徒は許可なくして、教室を離れることは許されない。 

２．正当な理由なくして、欠席・遅刻・早退をしてはならない。欠席をする場合は、または、 



欠席した時は、保護者あるいは保証人より届け出る。 

欠席７日以上におよぶ時は診断書または、理由書を添える。 

３．遅刻したときは、まず、生徒課へ届け出、遅刻票（Ⅰ）、（Ⅱ）、（Ⅲ）に記入する。遅刻票（Ⅰ）

を持って教室へ行き、授業担当の先生に遅刻理由を伝え、遅刻票（Ⅰ）を手渡す。次に、 

先生の許可を得て着席し、授業終了後、学級担任へすみやかに遅刻票（Ⅱ）を手渡す。 

４．欠課・早退する時は、届け出て、許可を受ける。 

５．授業中、病気その他身体に異状を生じた者は、先生に届け出て指示を受ける。 

６．やむを得ない理由で特に許可された生徒を除いては、始業時より終業時まで校外に出ては 

いけない。 

７．校舎内においては、所定の上履を使用する。 

８．学校の保全美化に努め、公共物は大切に扱う。もし破損した場合はすぐ届け出る。 

９．原則として午後５時までに下校する。その他の理由により残る場合でも午後７時までに下校

する。 

10. 生徒会関係の集会や掲示物、出版物、校内放送は事前に生徒会執行部に届け出る。 

生徒会関係以外のものについては事前に生徒課へ届け出て、承認を受ける。 

掲示物は指定された場所に掲示する。 

       11. 友人間の金銭、物品の賃借はやむを得ない場合を除きやめよう。 

    12. 貴重品や多額の金銭は持参しないようにしよう。もし持参した時は学級担任に保管を願い 

出る。 

    13. 衣服その他いっさいの所持品には、所定のところに記名し、不要なものは持参しない。 

       14. 金銭、物品を学校内で紛失、拾得した時はすみやかに生徒課に届け出る。 

       15. 学校に納入すべき金銭は、登校後出来るだけ早く納める。 

       16. 登校後は無断で外来者と応接することができない。 

       17. 自転車通学を希望する生徒は、所定の手続きをし、許可を受けなければならない。 

       18. ペダル付きの原動機付自転車（モペット等）は道路交通法が適用されるので、この乗り物で 

の通学も認めない。 

    19. 忌引をする時は届出る。その服喪日数は次の通りである。 

      父母 ７日、祖父母・兄弟姉妹 ３日、伯叔父母・曽祖父母 ２日 

 

４． 健康と家庭生活 

健康な身体は、すべての基礎であるから、つねに健康の保持増進に努めよう。家庭 

は、われわれの安息所であり、生活の本拠であるので、楽しい場所にしよう。 

 

 １．規律ある生活を心掛け、予習・復習を励行しよう。 

 ２．自己の体力に応じた運動をしよう。 

 ３．健康相談を活用しよう。 

 ４．身体に異状を感じた時は早期診断を受け早期治療に努めよう。 



 ５．たえず家族の理解を深めるよう努力しよう。 

 ６．外出・外泊の時は、必ず保護者に行き先・用件・所要の時間などを知らせておこう。 

    ７．旅行する場合は綿密な計画を立て、保護者の承認を得た上で学校に届け出る。 

    ８．特別な理由がある場合以外は夜間外出はやめよう。 

    

５． その他 

１．健全な良識に訴え、本校生徒としてふさわしくない行為をしてはならない。 

２．法律ならびに社会規範を遵守しなければならない。 

３．自転車通学の際は、信号無視や一時不停止、二人乗りなどの危険行為をしない。 

交通ルールを守り走行すること。 


